Lesson 17  Performing a Skit 
[bookmark: _GoBack]
Lesson 1からLesson 16まで，コミュニケーション活動の基礎力を幅広く養ってきたが，いよいよ最終段階としてPart 4に入り，これまでの学習内容を生かした発展的なコミュニケーション活動（英語を用いて，更には言語外の手段も用いて自分の言いたいことを表現する活動）を行っていく。
Lesson 17では，まず電車内での立ち振る舞いについて意見交換をしたのち，関連する出来事について扱われた短いスキットに触れて，スキットとはどういうものかをつかむことから始める。その後スキットを演じるうえでの技法，具体的には声のボリューム・ストレス・トーン，更には身ぶり手ぶり・表情・アイコンタクトといったものにも触れて，表現することの楽しさを感じさせつつ，より実践的な表現方法を身につけさせる。最後にこのレッスンのまとめとして，独自性のあるスキットの作成・実演に至る。またレッスン全体を通じて，日常生活におけるマナーといった道徳的観点についても意識させる。
スキットを作り，感情を込めつつそれを演じることは，実際のコミュニケーションを疑似体験することになる。その際には，聞き手の存在を常に意識し，彼らを惹きつけるための様々な技術と創意工夫が必要となる（具体的にはせりふと動作の結びつき，小道具の使用など）。言語外の部分も含めたこれらの表現力を身につける過程において，生徒が想像力を働かせ，工夫することの楽しさを発見し，仲間と共同作業を行いながら，１つのスキットを作り上げることの喜びや英語で演じることの楽しさが味わえるよう，補助していくことが大切となる。そして生徒がこれら一連の体験を経る中で，自信を持ってコミュニケーションを図ろうとする意欲・態度が育成され，実際の場面でも積極的に意思の疎通を図れるようになることを，このレッスンにおける最終的な目標とする。

■授業展開例１（週２時間の場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。

1時間目：Warm Up, Step 1-3 (pp. 98-103)
2時間目：Step 3 (pp. 102-103)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Warm Up（p. 98）
① 教師が英語でシチュエーションを説明する。
② ペアないしはグループでディスカッションを行わせる。
③ 各ペアまたはグループで出された意見を発表させ，クラス全体で共有する。
	
考えられ得る行動については教科書に示されている以外のものも積極的に紹介し，表現の幅を広げさせたい。
あわせて道徳的価値観の涵養についても意識しながら，授業を展開したい。
	10分

	２
	Step 1（p. 99）
① スキットとは，どのようなものかを解説する。
② 教科書のスキットのシチュエーションを英語で説明する。
③ 1 分程度で対話文を読ませ，Pre-Performance に取り組み，感情の違いによる読み分けをさせる。
④ ペアで音読練習をさせた後，スキットを演じさせる。
	
スキットを演じさせる主な目的のひとつに，感情や主張による読み方の違いを表現させることがある。教師の方で読み分けの例を見せて，理解を深めさせたい。またせりふに関しては，内容が同じであれば話す際には台本と多少異なっていてもよいことを伝えたうえで，スキットの楽しさを体験できるような方向性を維持して，指導にあたられたい。
	15分

	３
	Step 2（pp. 100-101）
① 教師が英語でシチュエーションを説明する。
② 1 ～ 2 分程度で対話文を読ませる。
③ 3 人のグループを作り，それぞれ役を決めて読ませる。
④ How to Express a Skit について解説したうえで，読み方や演じ方を考えさせる。
	
引き続き単なる丸暗記にならないよう，十分に内容を理解させたうえで，声のトーンやボリューム，ストレスに意識を向けさせて音読練習をさせる。読み方や身ぶり手ぶりの付け方などで与える印象の違いなどを実感させたい。
	15分

	４
	Step 3（p. 102）
① ペアまたはグループを作り，スキットの台本作成の準備に取りかからせる。
	
簡単な活動の解説だけを行い，実際に演じさせるのは次回にして，台本の準備は宿題とする。
	10分




２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Step 3（pp. 102-103）
① ペアまたはグループで実演練習させる。
② Evaluation Sheet を配布した後，各ペアまたはグループにスキットを演じさせる。聞き手には，ひとつの発表が終わるごとにEvaluation Sheet を記入させる。
	
スキットの評価には，英語の発音や演じ方，台本の善し悪しなど，様々な視点が必要となる。ただ演じられているスキットを見るだけではなく，評価をさせることで聞き手にも緊張感を与える必要がある。そのため，あらかじめどのような点に注目してスキットを見ればよいかを示してやるとよい。
	50分




■授業展開例２（週２時間，ALTとのTeam Teachingの場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。

1時間目：Warm Up, Step 1-3 (pp. 98-103)
2時間目：Step 3 (pp. 102-103)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Warm Up（p. 98）
① 教師が英語でシチュエーションを説明する。
② ペアまたはグループでディスカッションを行わせる。
③ 各ペアまたはグループで出された意見を発表させ，クラス全体で共有する。
	
考えられ得る行動については教科書に示されている以外のものも積極的に紹介し，表現の幅を広げさせたい。
あわせて道徳的価値観の涵養についても意識しながら，授業を展開したい。
	10分

	２
	Step 1（p. 99）
① スキットとは，どのようなものかを解説する。
② 教科書のスキットのシチュエーションを英語で説明する。
③ 教科書を閉じさせた状態で，ALT とJTEでスキットを演じる。
④ 1 分程度で対話文を読ませ，Pre-Performance に取り組み，感情の違いによる読み分けをさせる。
⑤ ペアで音読練習をさせた後，スキットを演じさせる。
	
スキットを演じさせる主な目的のひとつに，感情や主張による読み方の違いを表現させることがある。ALT とJTE で読み分けの例を見せて，理解を深めさせたい。またせりふに関しては，内容が同じであれば話す際には台本と多少異なっていてもよいことを伝えたうえで，スキットの楽しさを体験できるような方向性を維持して，指導にあたられたい。
	15分

	３
	Step 2（pp. 100-101）
① 教師が英語でシチュエーションを説明する。
② 1 ～ 2 分程度で対話文を読ませる。
③ 3 人のグループを作り，それぞれ役を決めて読ませる。
④ How to Express a Skit について解説したうえで，読み方や演じ方を考えさせる。
	
引き続き単なる丸暗記にならないよう，十分に内容を理解させたうえで，声のトーンやボリューム，ストレスに意識を向けさせて音読練習をさせる。ここでも教師が理想的なモデルを提示することが重要となる。ALT に様々な読み方や身ぶり手ぶりを実演してもらい，どのような印象を受けるのかを確認させたい。
	15分

	
４
	Step 3（p. 102）
① ペアまたはグループを作り，スキットの台本作成の準備に取りかからせる。
	
簡単な活動の解説だけを行い，実際に演じさせるのは次回にして，台本の準備は宿題とする。
	10分




２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Step 3（pp. 102-103）
① ペアまたはグループで実演練習させる。
② Evaluation Sheet を配布した後，各ペアまたはグループにスキットを演じさせる。聞き手には，ひとつの発表が終わるごとにEvaluation Sheet を記入させる。
	
時間に余裕があれば，ALT とJTE によるオリジナルのスキットを先に演じるとよいだろう。
スキットの評価には，英語の発音や演じ方，台本の善し悪しなど，様々な視点が必要となる。ただ演じられているスキットを見るだけではなく，評価をさせることで聞き手にも緊張感を与える必要がある。そのため，あらかじめどのような点に注目してスキットを見ればよいかを示してやるとよい。
	50分




【このレッスンをProjectとして長期的に扱った場合】
●1～4時間目
まずはWarm Upにより道徳的事項に関する議論のきっかけを作る。その後Step 1・2を利用したり，ほかの既成のスキットを使った練習を行ったりする中で，せりふの言い回し（特にボリューム・ストレス・トーンといった発声に関する事柄）およびbody language（身ぶり手ぶり・表情・アイコンタクト）とせりふの効果的な融合に留意し，演じるための基本事項を学ばせる。特にbody languageについては，人前でやると恥ずかしさや緊張から動作が小さくなる傾向があるため，１つひとつの動作について丁寧に教えていく必要がある。実演にあたっては，まずはペアで練習させ，慣れてくれば人数を増やしたグループでの練習へと切りかえ，その後クラス全体に向けて実演するなど，活動内容に変化をもたせるとよい。

●5～10時間目
Step 3のチャートに従って，最初から最後まで独自のスキットを作らせる。ただし生徒のレベルに応じては，まずはモデルとなる短い対話文をところどころ空欄にした状態で教師が提示し，そこに語句や文を埋めさせる形でスキットを作らせ，練習・発表するという活動から入るとよい。その後徐々に自由度を増やしていき，最終的に完全オリジナルのスキットを作成するというステップを踏ませることで，Step 3のような活動が実現可能となるであろう。このように段階的に活動を行うにあたっては，短いスキットの練習・発表を複数回行い，繰り返し発表の機会を与えることが望ましい。それにより，表現力を高めると同時に人前で話すことへの抵抗を少しずつ取り除いていくことが可能となる。
最終活動として完全オリジナルのスキットを作成する場合も，ある程度テーマを明確に定めたうえで取り組ませると，クラス全体としてまとまりのある活動になるであろう。応用編としては，「必ず言わなければならないせりふ」と「必ず使わなければならない小道具」を指定してスキットを考えさせると，生徒の軟らかい発想に驚くこともあるだろう。
なお教室で順番に演技をさせたり撮影済みのビデオを上映したりする際には，聞き手となる生徒にそれぞれの発表の評価をさせるのがよい。これを複数回行うと，ほかのグループの良い点や失敗した点を次に生かすことができるので，生徒の中で向上心が芽生え，聞き手を意識したよりよい演技を目指すべく，練習にも意欲的に取り組むようになるであろう。

